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1.組織の概要

1）事業所名 株式会社エアーテック

代表取締役 宮田 真理

2）所在地 本   社 : 〒849-0937 佐賀県佐賀市鍋島2丁目9-11

福岡営業所 : 〒816-0905 福岡県大野城市川久保2丁目4-5-101

3）環境管理責任者及び事務局

EA21責任者 : 代表取締役 宮田 真理

EA21担当者 : サービス部 部長 池田 俊一

TEL : 0952-33-4466 FAX : 0952-33-0698

E-mail : miyata@airtech-jp.com ikeda@airtech-jp.com

4）事業の内容 空気調和設備工事

5）事業の規模 総売上額︓530百万円

6）事業年度 10月1日〜翌年9月30日

2.認証・登録の対象範囲
1）事業活動 空気調和設備工事

2）対象事業所 本社︓〒849-0937 佐賀県佐賀市鍋島2丁目9-11

3）対象外事業所 福岡営業所 2020年7月より営業開始
（令和5年度から取組みを開始し、その年度の審査で拡大します）

(空調設備設計・施工・アフターメンテナンス・

保守管理及びフロンガス回収事業)

従業員数 人 13 4

床面積 ㎡ 322 57

(空調設備設計・施工・アフターメンテナンス・

保守管理及びフロンガス回収事業)

単位 本社 福岡営業所
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代表取締役 宮田 真理    

    共に環境改善に努めます。

  ⑥ 弊社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

  ⑦ 地域貢献活動を推進します。

制定日 2020年10月10日    

株式会社エアーテック      

  ⑤ フロン排出抑制法について、お客様に積極的に情報提供を行い、お客様と

環 境 経 営 方 針

 株式会社エアーテックは空調設備を通して、お客様・社会・社員を幸せにする

ために環境に優しい行動を積極的に取り組むことを推進します。

そのために弊社は次の項目を重点的に取り組み、環境経営の継続的改善に努めます。

  ① 電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用及び省エネに努め、二酸化炭素

    排出量を削減します。

  ② 廃棄物排出量を削減します。

  ③ 節水に努め、水使用量を削減します。

  ④ 二酸化炭素より温室効果が高いフロンガスを正しく扱い、省エネルギーの

    空調機器をお客様に提供します。
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・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する
・環境管理責任者、EA21事務局員を任命する
・環境への取組を実施するための資源(人・もの・金)を準備する
・EA21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

・EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行し、
 環境実績を向上させる
・毎年、環境経営目標、環境経営計画を作成する
・3か月に1回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を確認・
 評価する
・上記の結果を代表者に報告する

・3か月に1回開催し、環境経営目標及び環境経営計画の実施状況を審議する

 集計・管理を行う
・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する
・環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
・自部門に関連する法規制等を順守する
・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
・自部門の教育・訓練を実施する

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性をを自覚する
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

※福岡営業所につきましては、2023年度拡大審査予定です。

 役割分担表

２０２３年度拡大予定

福岡営業所

4.実施体制

代表者
宮田 真理

本社従業員13名

環境管理責任者
宮田 真理

EA21委員会
橘 宏樹

池田 俊一

EA21事務局
池田 俊一

サービス部門総務部門 営業部門 設計部門 工事部門

作成日 改訂日 責任者 作成者

2020/10/10 宮田 真理 池田 俊一

EA21事務局
・環境管理責任者を補佐し、EA21文書及び記録類、及び基礎データの作成・維持

部門長

全従業員

所属 役割・責任・権限

代表者

環境管理責任者

EA21委員会
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基準年（期）

25期（2020年度） 26期 27期

（1％削減） （2％削減） （3％削減）

2019.10月〜 2020.10〜 2021.10〜 2022.10〜

2020.9月 2021.9 2022.9 2023.9

事務所

現場

現場

事務所

達成状況の判定  ○︓98％以上    △︓90％〜97％    ×︓90％未満  

備考  ※ 購入電力の二酸化炭素排出係数は。0.463kg-CO₂/kWh（九州電力 平成30年度･調整後)を使用した。

1.一般廃棄物は、リサイクル資源に提供していた為、基準年の数値はありません。

2.一般廃棄物、車両の燃費に関しましては、基準年のデータがありません。

3.漏えい定期点検は圧縮機出力が(7.5kW)以上の機器

軽油車両の
現場 km/L データなし 9.3 9.5 9.6

燃費向上

燃費向上

ガソリン車両の
現場 km/L データなし 16.5 16.8 17.0

リサイクル率向上

水使用量の削減

5

一般廃棄物の削減

24 26 28
漏えい定期点検

フロン排出抑制法に伴う
現場 受注件数 6

582

3

6

69.30 68.60 67.904 事務所 m³ 70.00

現場 % 100 100 100 100
産業廃棄物の

14,775 14,625

2 事務所 kg データなし 585 588

③ 軽油使用量削減 現場 L 15,077 14,926

環境目標 区分 単位

24期
（2019年度）

19,002

② ガソリン使用量削減 現場 L 4,606 4,560 4,514 4,468

① 電気使用量削減 kWh 19,590 19,394 19,198

5.環境経営目標

1

目標値

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO₂ 58,714 58,128 57,540 56,953
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10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
大石
橘

石井
石井

内田圭
内田圭
今泉
今泉
山田

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
池田
池田
西村

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
坂本
坂本
正司

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
内田
大石
池田

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
正司
正司

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
内田圭
内田圭
今泉
今泉
山田

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 地域貢献活動 池田 事務所周辺の落ち葉清掃活動

7.地域貢献活動

取 組 目 標 責任者 達成手段
スケジュール

2022年度

スケジュール
2022年度

1
ガソリン車両

エコドライブ10の推進
急発進・急加速の禁止

軽油車両の燃費向上 定期的なタイヤ空気圧の点検
アイドリングストップの実施
移動コースの効率化

取 組 目 標 責任者 達成手段

1 フロン排出抑制法のＰＲ
フロンガスの適切な処理、回収量の記録
工事、点検後にﾌﾛﾝ排出抑制法のPRの徹底

6.車両の燃費向上

5.フロン排出抑制法のＰＲ

取 組 目 標 責任者 達成手段
スケジュール

2022年度

4.水使用量の削減

取 組 目 標 責任者 達成手段

1 水使用量の削減
節水の周知徹底
手洗い、洗い物時において節水を励行する
節水表示板の設置

スケジュール
2022年度

取 組 目 標 責任者 達成手段
スケジュール

2022年度

1 産業廃棄物排出量の削減
廃棄物の分別の徹底、削減
分別によるリサイクルの推進
マニフェストを元に適正な管理、処理

3.産業廃棄物のリサイクル率向上

2.一般廃棄物排出の削減

取 組 目 標 責任者 達成手段

1 一般廃棄物の削減
裏紙の有効活用
ミスコピーの防止
ゴミの分別化

スケジュール
2022年度

2 燃料使用量削減

エコドライブ10の推進
急発進・急加速の禁止
定期的なタイヤ空気圧の点検
アイドリングストップの実施
移動コースの効率化

1 電気使用量削減

不必要な箇所の照明を消す
帰宅時にはOA機器の電源を切る
不必要場所の空調機は運転OFFにする
空調機のフィルター清掃

1.二酸化炭素排出量の削減

取 組 目 標 責任者 達成手段
スケジュール

2022年度

6．環境経営計画（26期）
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26期(2021.10月〜2022.9月)環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況、その評価結果

10月〜
12月

1月〜
3月

4月〜
6月

7月〜
9月

 累積値 達成状況

13,770 14,381 12,649 16,998 57,798 99.6%

〇 〇 〇 ✕ 57,540 〇

5,348 8,267 4,801 7,181 25,597 75%

✕ ✕ 〇 ✕ 19,198 ✕

755 678 690 871 2,994 151%

〇 〇 〇 〇 4,514 〇

3,696 3,472 3,414 4,514 15,096 98%

✕ 〇 〇 ✕ 14,775 〇

112 166 176 183 637 92%

〇 ✕ ✕ ✕ 588 △

100%

〇

17.5 14.0 15.0 15.5 62.0 111%

〇 〇 〇 〇 68.6 〇

2 2 4 6 14 54%

✕ ✕ ✕ 〇 26 ✕

16.0 15.2 16.0 16.3 15.9 94%

✕ ✕ ✕ ✕ 16.8 △

9.8 10.1 10.6 9.5 10.0 107%

〇 〇 〇 〇 9.5 〇

達成状況の判定  ○︓98％以上    △︓90％〜97％    ×︓90％未満   

軽油車両の燃費向上 （9.5km／L）以上
エコドライブに努め、取り組みが出来ているので

今後も継続的に取り組んでいきたい。

フロン排出抑制法に伴う
（6件／3ヶ月）以上

工事･点検完了後のPRは徹底出来ておりますが

漏えい定期点検 点検実施に至っておらず、未達成になっております。

ガソリン車両の燃費向上 （16.8km／L）以上
ハイブリット車を1台廃車にしましたので、

普通車をハイブリット車に変える事を検討します。

100 今後も継続的に取り組んでいきたい。
リサイクル率向上

水使用量の削減
（17.1㎥／3ヶ月）以下

68.60

産業廃棄物の
100% 100 100 100 100

今後も継続的に取り組んでいきたい。

軽油使用量削減
（3,693L／3ヶ月）以下 業務上、繁忙期は使用量が増加しましすが、削減意識を持って

14,775 出来ているので、今後も継続して取り組んでいきたい。

一般廃棄物の削減
（147kg／3ヶ月）以下 目標未達成なので再度全社員に周知徹底し、

－ 継続的に取り組んでいきたい。

電気使用量削減
（4,799kWh／3ヶ月）以下 年間通して、電気使用量が高いので空調機の温度設定の見直し

19,198 冬場の保温ショーケースの使用は廃止します。

ガソリン使用量削減
（1,128L／3ヶ月）以下 社用車を2台廃車致しましたので、ガソリン使用量が大幅に

4,514 削減できております。

二酸化炭素排出量削減 （14,385kg-CO₂／3ヶ月） 目標達成出来ている月間もありますが、未達成の月間が

全体 57,540 ありますので、周知徹底し継続的に取組んでいきたい。

7．環境経営目標の実績

１．二酸化炭素排出量の削減

 １．１ 環境目標の達成状況と評価     ※二酸化炭素排出量削減は、四半期、年間で評価

目 標 項 目 目標数値 本年度及び次年度の取組
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8 環境経営計画の取組結果とその評価、今年度の及び次年度の取組内容

1.二酸化炭素排出量の削減
 2021.10月〜

2022.9月

△

〇

△

△

〇

〇

△

〇

△

 2021.10月〜

2022.9月

〇

〇

△

〇

〇

〇

 2021.10月〜

2022.9月

〇

〇

〇

 2021.10月〜

2022.9月

〇

〇

 2021.10月〜

2022.9月

〇

〇

△

〇

△

 2021.10月〜

2022.9月

7.地域貢献活動

取 組 目 標

1 地域貢献活動

取組結果の評価基準    良好 〇    やや不十分 △     不十分 ✕

本年度及び

次年度の取組

〇 全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

達成手段

事務所周辺の落ち葉清掃活動

全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

移動コースの効率化 周知不足もあり、今後は徹底していく。

1
ガソリン車両

エコドライブ10の推進 全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

急発進・急加速の禁止 全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

軽油車両の燃費向上

定期的なタイヤ空気圧の点検 周知不足もあり、今後は徹底していく。

アイドリングストップの実施

全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

5.車両の燃費向上

取 組 目 標 達成手段
本年度及び

次年度の取組

1 フロン排出抑制法のＰＲ
フロンガスの適切な処理、回収量の記録 適正なマニフェスト管理が出来ているので今後も継続する。

工事、点検後にﾌﾛﾝ排出抑制法のPRの徹底

4.フロン排出抑制法のＰＲ

取 組 目 標 達成手段
本年度及び

次年度の取組

1 水使用量の削減

節水の周知徹底 今後も全従業員に節水意欲を持たせる。

手洗い、洗い物時において節水を励行する 今後も全従業員に節水意欲を持たせる。

節水表示板の設置 今後も全従業員に節水意欲を持たせる。

3.水使用量の削減

取 組 目 標 達成手段
本年度及び

次年度の取組

全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

ゴミの分別化 徐々に分別の意識付けが出来ているので、今後も継続する。

2 産業廃棄物排出量の削減

廃棄物の分別の徹底、削減 全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

分別によるリサイクルの推進 全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

マニフェストを元に適正な管理、処理

1 一般廃棄物の削減

裏紙の有効活用 全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

ミスコピーの防止

適正な管理が出来ているので、今後も継続する。

2.廃棄物排出の削減

取 組 目 標 達成手段
本年度及び

次年度の取組

2 燃料使用量削減

エコドライブ10の推進 全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

急発進・急加速の禁止

移動コースの効率化 周知不足もあり、今後は徹底していく。

全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

定期的なタイヤ空気圧の点検 周知不足もあり、今後は徹底していく。

アイドリングストップの実施 全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

取 組 目 標 達成手段
本年度及び

次年度の取組

1 電気使用量削減

不必要な箇所の照明を消す 周知不足もあり、今後は徹底していく。

帰宅時にはOA機器の電源を切る 全従業員が周知徹底しているので、今後も継続する。

不必要場所の空調機は運転OFFにする 夏季、冬季は不必要な場所でも空調機の停止を徹底する。

空調機のフィルター清掃 周知不足もあり、今後は徹底していく。
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なお、違反、訴訟等もありませんでした。

順守

環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境関連法規制等は順守されていました。

･機器を廃棄するまでは記録を保存 順守

･漏えい又は故障時は、速やかに漏えい又は故障個所の修理を行う
順守

･漏えい又は故障時は、修理を行ってからフロン類を充填すること

家電リサイクル法
特定家庭用機器廃棄物管理票に定める事項を記載し、

順守
排出者に管理表の写しを交付

フロン排出抑制法

行程管理票による管理(受理と写しの保存:3年間） 順守

空調機器の適正な管理とフロン類の排出抑制
順守

･全ての業務用空調機器は3か月に1回以上簡易点検を行う

･圧縮機の定格出力が7.5kW以上50kW未満は3年に1回以上の
順守

定期点検を行う

･圧縮機の定格出力が50kW以上は1年に1回以上の
順守

定期点検を行う

建設リサイクル法
建設資材廃棄物の発生の抑制、分別解体等及び

順守
再資源化等に要する費用の低減

廃棄物処理法
保管基準の遵守、委託基準の遵守、マニフェストの

交付、保存、交付状況等の報告書の提出

8．環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果，
  並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。
順守状況確認日 2022年9月20日

適用される法規制 順守される事項 順守評価

8



記録その1︓評価及び見直しに必要な情報(環境管理責任者) 記録日︓2022年11月15日

環境経営目標
環境経営目標
の達成状況

環境経営計画
の実施状況

環境関連法規等の遵守状況の
チェック結果

コメント

二酸化炭素排出量
△ △

達成率が99.6％で未達成です。今後はもっ
と分析しながら削減に努める。の削減

環境経営目標の達成状況・ 一般廃棄物の削減 △ △
目標未達成なので、再度全社員に周知徹底

し、継続的に取り組んでいく。

代表者 環境管理責任者

代表者による全体の取組状況の評価及び見直しの結果 宮田 真理 池田 俊一

環境経営計画の実施状況 水使用量の削減 〇 〇 今後も継続的に取り組んでいく。

フロン排出抑制法に
伴う漏えい定期点検

× ×
工事・点検完了後のPRは徹底しているが、

ユーザー様の関心度が低い。
事業活動における
環境配慮の推進

〇 〇
省エネ及びCO2削減に対しもっと意識が高

まるよう、更に取り組んでいく。

フロン排出抑制は勿論のこと、環境関連法規制等の遵守意識がさらに高まり始めています。

外部からの苦情等の受付結果 苦情等はありませんでした。逆に地域貢献活動として歩道の掃除等を継続しています。

前回の代表者の指示事項と
その取組結果

前回から比較すると省エネに対する意識は高まっているが、目標未達が多い。

その他
まだまだ不要な照明の消し忘れが目立ちます。特に事務所を拡張して、無駄な照明が多いと思います。こまめに
消灯するようにゾーニングをする予定です。また、電気使用量に関しては、ペットウォーマーの使用制限やセラ
ムヒートの使用制限に取組みます。ガソリン車両の燃費が悪いので、普通車をハイブリッドに変えていきます。

（前回の審査での指摘事項の
改善結果、

その他改善への提案）

記録その2︓評価及び変更の必要性と指示（代表者）   記録日︓2022年11月15日
環境経営システムが有効に

機能しているか
目標達成割合が低いので、もっと真摯に向き合わなければと思う。

環境への取組みは適切に
実施されているか

注意した時、暫くは意識を持って行動しているが、継続出来ていないと思う。

環境経営方針変更の必要性
（〇有 ●無）

変更なし

環境経営目標・環境経営計画
変更の必要性（〇有 ●無）

変更なし

その他の環境経営システムの要素
変更の必要性（〇有 ●無）

変更なし

（全体の取組状況の評価）
〇取組の対象組織・活動の 前年度と比べて、①”一般廃棄物の削減”・②”フロン排出抑制法に伴う漏えい定期点検”・③”ガソリン車両の燃

費向上”の達成率が低下しました。①は現場で飲用した空き缶やペットボトルの持ち帰りが増えたため。②はお
客様が認識不足か、経費削減が原因なのか定期点検を避けている傾向がある。③はハイブリッド車両を減車した
のが原因だと考えます。電気使用量が増加したのは、事務所の拡張が原因なので、こまめに消灯できるようゾー
ニングに着手します。全体的に、取り組む意識の欠落だと思います。前年同様、もっと短いスパンでのPDCAサ
イクルを回すように改善しなければと反省しています。

 明確化
〇環境負荷の把握・評価
〇環境関連法規等の取りまとめ
〇実施体制の構築
〇教育・訓練の実施
〇環境コミュニケーションの
 実施 （見直しの結果）
〇実施及び運用 全体の取組状況の結果について社員と打ち合わせを行い、環境経営計画に基づき各責任者が毎月チェックして目

標が未達になりそうな原因とそれに対する改善策を早めに提案していくことを決意した。〇緊急事態への準備及び対応
〇環境文書及び記録の作成･管理

株式会社エアーテック    〇取組状況の確認及び評価
                              代表取締役 宮田 真理  
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